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　昨年は、未曾有の被

害をもたらした東日本

大震災において、学校

は非難場所や復興に向

けて重要な拠点として

の役割を果たしました。

とりわけ被災地におけ

るへき地・複式校は、

地域の灯台として被災者に希望の光を発信し、地

域とともに歩む学校としての存在の意義が再認識

されたところです。

　さて、道へき・複連としての一年を振り返りま

すと、何といっても、第��回全国へき地教育研究

大会北海道大会・第��回全道へき地複式教育研究

大会上川大会が、関係者のご尽力により盛会裡に

終えることができたことであります。全へき新聞

に掲載されていた「教師の指示でスムーズに間接

指導に移行し、課題解決に集中して取り組む子ど

もたちの姿に、日頃からの指導の積み重ねを感じ

た」「学習内容の関連性・系統性を踏まえた小・

中学生の協働的な学びは子どもたちの関心・意欲

を高め、小・中学校の先生方の役割分担を明確に

した指導は提案性のある実践であった」等の参加

者の声からも、９分科会における授業実践が、全

国各地のへき地・小規模・複式教育の指導に大き

な示唆と道筋を示すことができました。

　坂東園長の、「確固たる信念をもって動物を生

かす動物園づくり」という趣旨の講演には、教育

者への多くのメッセージが込められていた。全へ

き連会長の挨拶を含め、「全大会での熱いメッ

セージに心打たれた」など、全大会も好評であり

ました。研究大会の評価を含めた成果は近々、

「大会報告書」としてまとめられますので、私た

ちの大きな財産として日常実践に生かし、来年度

の第��回全道へき地複式教育研究大会石狩大会に

研究の成果を引継ぎ、発展させていかなければな

りません。

　道へき・複連としましては加盟校・会員数の減

少による財政面での問題等、様々な課題はありま

すが、智恵と情熱を結集して課題を克服し、研究

を拠りどころとして共に歩んでいきましょう。最

後になりましたが、この一年間、厚いご支援とご

協力をいただきました関係機関、関係者に感謝と

お礼を申し上げ、挨拶といたします。
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